
参加ご希望の方は、下記リンク（または右QRコード）よりお申し込み下さい。
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfB-d9X_DvIrxoU3u9-4FlHg9eloz0RaAlVyksIPGTl7i1FQQ/viewform?usp=header

申込締切：2025年９月22日（月）
※入力頂いた個人情報は本セミナーの運営の目的のみに使用いたします。

主催：神戸大学大学院 人間発達環境学研究科・高度教員養成プログラム
お問い合わせ先：川地亜弥子 kawaji@port.kobe-u.ac.jp

神戸大学大学院人間発達環境学研究科高度教員養成プログラム
特別セミナー

測りすぎの時代に意味ある学習評価を行うには
―パフォーマンス評価の理論と実践―

日時：2025年9月26日（金）17:00～18:30頃
オンライン開催

■講演者
松下 佳代（京都大学大学院教育学研究科・教授）

■指定討論
森阪 祐貴（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・博士課程前期課程）
谷口 毅（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・博士課程前期課程）

■司会
川地 亜弥子（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・教授）
北野 成親（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・博士課程前期課程）

■記録
先山 直（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・博士課程前期課程）

対象：大学生、大学院生、研究者、現職教員、教育関係者等

QR Code

「評価を、教える側、学ぶ側の双方にとって意味のあるものにすることは可能なのだろ
うか。そのためには、何が必要なのだろう。」
『測りすぎの時代の学習評価論』（勁草書房）のまえがきには、このような問いが示さ
れています。本セミナーでは、著者・松下佳代氏をお招きして、ご講演いただき、これら
の問いについて考えていきたいと思います。
「測りすぎ」「測りまちがい」を避け、 学習者の学びや能力を評価し、「学習としての評
価（assessment as learning）」を実現するにはどうすれば良いのでしょうか。
パフォーマンス評価の理論と実践の両面から議論を深めていきます。


